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沖縄で学ぼう！地域活性化ゼミ（テーマA）

【テーマA】

商店街活性化を狙った
地域ブランド戦略構築の在り方

かつて栄えた商店街がシャッター通りとなった沖縄市の中央パークアベニュー。その中央
パークアベニューで閉店したキャバレーや美容室をリノベーションしたホテル『トリップ
ショットホテルズ・コザ』が仕掛けているイベントの開催や周辺店舗と連携した街の活性
化が注目を集めています。コンセプトは「OKINAWA AMERICAN」。地域ブランド戦略
構築までの流れを座学で学び、現地を視察し街づくりのアプローチ方法を学びます。

[座学]
地域ブランド戦略

[座学]
商店街活性化の

概要紹介

[視察]
周辺施設との
連携紹介

[視察]
トリップショット

ホテルズ

☜ Street Shot！KOZA
※地域紹介動画
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（事例紹介例）

「街がラウンジ」をコンセプトにしたホテル拡張に伴う
地域や小規模事業者リソースの連携

観光および
地域との連携

物産および
小規模事業者育成

との連携

創業支援および
他業種との連携
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ホテルのブランディングの為の内覧会イベントをDIYの専門家と連携

琉球杉などの地域資源を活用して木工を行う新規創業者（DIY専門家）
と連携しホテルのリノベーションをプロデュース
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沖縄で学ぼう！地域活性化ゼミ（テーマB）

【テーマB】

観光と物産の連携による
重点観光プランの立ち上げと
地域ブランド発信の在り方

沖縄県は夕日の沈む西海岸がリゾート観光のメッカとして栄え、東海岸の地域活性化が遅れをとっていた。
しかし観光客が増えるにつえ、地域への分散と、新たな観光地のニーズを求める、送り手側の沖縄と受け
手側の観光客の双方のニーズがマッチし、東海岸にも注目が集まるようになった。うるま市は市町村合併
により、海産物から畑の恵みまでの1次産品が採れ、これらを活用した物産の開発と販売も勢いを増して
いる。そうした観光と物産の開発が活性化する同地域を巡り、地域ブランド発信の在り方を学ぶ。

☜ 青空さんぽ（うるま市）
※地域紹介動画

[座学]
地域ブランド戦略

[視察]
世界遺産の勝連城址
地域農産物販売拠点
「うるマルシェ」

[座学]
地域資源の掘り起こしの

視点と、発信方法

[座学]
特産品開発事例学習



うるま農場
ビーグアイス

ワインレストランの
メニューに導入済み！

BtoBの
原料供給としても成果を上げる！

earth in the box
グラノーラシリーズ
小売り用商品の発売！

うるま市の事業者ともコラボも！

うるま農場
ジェラートシリーズ
小売り用商品の発売！
県外販路との商談中

AWSH
島ネロ

待望の「島ネロ」を復活！
全国に向けて販路拡大中

Otama Biscuit
焼菓子シリーズ

行事のニーズをとらえた

行事菓子を展開し売り上げUp！

金武アグー
金アグーのストゥー
那覇空港土産品店の

PB商品として定番化実現！

販路からの問い合わせあり
販路開拓に期待！

ニーズをとらえた人気商品に
育つ可能性大！
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新商品も続々と登場！

1箱（6個入り）
では

1941箱を販売！

Restaurant B.B.R 

Patisserie R ビーグ菓子

平成30年（2018）年発売

小規模事業者の企画・開発・販路開拓の事例紹介
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地域に埋もれていた資源の発掘とブランド再構築事例（うるま市 照間ビーグ）
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沖縄で学ぼう！地域活性化ゼミ（テーマC）

【テーマC】

地域資源を活かした6次産業化
の取り組み。事業承継を果たし
た農業生産法人の挑戦

沖縄北部の「やんばる」と称される地域は豊かな自然が残る地域に属する本部町（もとぶちょう）の特産
品のひとつアセローラは、今からおよそ30年以上前に日本のアセローラ栽培の草分けとして栽培を開始し、
現在ではアセローラを使った加工品やメニュー開発も行われています。ニッポン全国ご当地おやつランキ
ングで日本一を獲得したアセローラフローズンを求め、国内外から多くのお客さんが集まるまでに。6次
産業化に取り組み、親から子へと事業承継を果たした農業生産法人を訪れながら、地域資源を活かした
ヒット商品の誕生秘話とブランドを再構築を行った同社の挑戦を学びます。

[座学＆視察]
6次産業化の試み

[座学＆視察]
事業承継までの
エピソード

[視察]
周辺カフェ、小売店

視察

☜

アジアトップパティシエが
見たアセローラ
※食材紹介動画
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6次産業化の取り組み
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メディアでの紹介

シンガポールの新聞社、ザ・ストレーツ・タイムズでの記事掲載後、取材先であった

アセローラフレッシュへ シンガポールからの来店客が急増。掲載後、約100名ほどの来客がシンガポー

ルから あった。シンガポールからの顧客は富裕層が多く、同店の売り上げにも貢献し、 沖縄産アセロー

ラのPRにも繋がった。
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沖縄で学ぼう！地域活性化ゼミ（テーマD）

【テーマD】

小さなカフェから生まれた
観光土産のヒット商品。
企画製造流通からHACCP対応まで

沖縄県中部に属するうるま市には、特産品である「黄金芋（おうごんいも）」を使った「黄金
芋の金つば」というカフェの人気スイーツがあります。当時、単なるカフェのメニューのひと
つであった本品を、土産品として売り出す為に、「企画・製造・販売」の流れを構築。商品開
発から、販路開拓、プロモーションまで、3年かけて取り組んだ結果、那覇空港でのヒットに
繋がりました。その事例をもとに特産品開発と販路開拓の在り方をご紹介します。

[座学]
地域資源を活かした
商品開発の在り方

[座学＆視察]
企画から製造、販売
までの流れの解説

[視察]
小さなカフェの

HACCP対応

[座学]
公的補助金を活用した

事業拡大
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商品開発の取り組み
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HACCPへの対応により流通可能に
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沖縄で学ぼう！地域活性化ゼミ（テーマE）

【テーマE】

小規模事業者の連携体による
地域ブランディングと
地域活性化

沖縄の離島は沖縄本島と比べて物流コストがかかり、製造業者にとってその経営環境は厳しい
状況となっています。観光に依存していた物産事業者が連携し自らブランド構築を仕掛けるこ
とで、地域と個別事業者のそれぞれのブランド力向上を図り、注目を集めるまでに発展した
「石垣島特産品拡め隊」。事業継承を果たした2代目、3代目経営者と島外からの移住者による
連携体によるその石垣島特産品拡め隊の地域ブランディングの在り方をご紹介します。

[座学]
地域資源を活かした
商品開発の在り方

[座学＆視察]
企画から製造、販売
までの流れの解説

[視察]
小さなカフェの

HACCP対応

[座学]
公的補助金を活用した

事業拡大
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事業者連携によるブランディング
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商品開発からPRまで。公と個のバランスを取り推進された施策の数々


